
看板

iまじめに

出張先からネ y 卜に接続することは今や普通のこと。
それでも海外出張となると、いろいろと試してみたいこ
とがあるし、新しい経験が待っているものだ。出張 α'f()
先からのメールはアドレス帳さえ準備されていれば日常
的な操作となんらかわりない。 W eb レポートとなると、
デジカメの画像を効E事的にh凶11ファイルに貼り込んだ
り文掌をうめこんだり、と多少はl胞のみせどころ( ?  )  
もあるというもの。
そんなわけで、今回の米国出張でもあちらでの按統環

境の休験を含めていろいろとやってくることにしていた。
それに今回は、あの9月11 日のテロにも遭遇してしま

い、予定していた帰国使がキャンセルとなり、 W e bでさ
まざまな情報を集めながら、メール、 F A Xを駆使して帰
国便を確保するというエクササイズまでついている。
そんなこんなの休験記。もちろん、失敗話も沢山あり
ます。皆様、同じ失敗をなさいませんように。

成田空港のインターネットサービス

空港の案内パンフレッ トを見るとインターネッ トサー
ヒ・スがのっている。案内所で聞くと、 トランジットの時
などに使うリフレッシュJレームでサービスのひとつとし
て提供されているというので、 J答乗手続きのあと探して
みた。すると、写真のように、シャワーの看板の下に、
INTERNETの文字がある。中に入ってみると、 PCの脇

に100円を入れる箱がついている。 30分300円。一昔前
のビジネスホテルのテレビみたいだ。すでに先客もいて
マシンがふさがっていたのと、フライトの11寺問も迫って
いたので今回の利用はパスした。

ホテルでのアクセス

さて、アメリカまでの長い飛行を終え、空港から迷い
迷いレンタカーでホテルまでたどりつくと、まずは、按
f先である。
会社のメールシステムが、直桜入ることができないし
ろものなので、 @nifly (http://www.nifty.com ) か
world 目std.com (h仕p:/!world.std.com) に転送するこ
とにしている。いっしょに来ている先輩は、@ nifiyのア
クセスポイントに接t先。こちらは、 40円/ 分。同じでは
面白くないので、私( 立、 w orJd.std.co mにM S N /U U net
経由でJ妥統するごとにした。こちらは、 2 ドル/1時間 (4
円/分) で、 @ ni立yの十分の一。よく見たら、@ nifiyも
UUnetのアクセスポイン トからのローミ ンクーであった。
なんだ、電話をかけるところはいっしょだ。

過去の失敗。市内につ芯いでも
市舛接続料金を取5 れる

滞在地は、ノースキャロライナのRaleigh (ローリー)。
ことにあるアクセスポイン 卜に市内通話でつなぐ。 しか
し、市内局番の919をつけてダイヤルすると「市外扱Lリ
で談金されてしまう。市内なら、 50セン ト (60円)で、

30分3001司のインヲーネJノトスペース( 成田空港) (240円) から従;量出IJ課金。 市内
のつもりで頻繁に切ったりつな
いだりするので、大変な金古if{の
請求書をもらう ことになる。何
日か滞在するときは、フロント
に頼んで途中で明細をみせても

@ nifiyに比べてW orldにつな
いで、 インターネットに入るほう
が安そうなのだが、 U U netと
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にしJUnetlMSN経由で接続するスクリプト
Iマ公ンは: Window s 2 0 0 0  P rofessi口問1)
主:￥WINNT半System32半ras草worLd.SCP

z手cr'i.pt 土o worLd.std.com via UUNET 
v  
:proc maln  
"，.'，>lai  tfor “ogin:" 
:::'，: transmit "UU/wcirld̂ M" 
i 、waitfor "assword: "  
V:'  transmi t  "worLd r̂'1" 
ιwai tfor ':"09可n: !I 

transmi t  "tuj imoto/ppp^11" 
¥" 'wa;tfor  "assword:" 
transmi t  ・・****取*^円"

白:，endproc ¥，口、
ぷト一一掃持

w orldとloginが2回ある。 @ niftyの設定は簡単。毎回、
手入力しているとまどろっとしいので、自動接続のスク
リプトを書く( リスト 1参!j官)。
何度もつなぐのだから、自動化したほうがいいに決ま
っている。しかし、ごう L可作業は、ホテルに入ってか
らやるものではないとしみじみ思う。一度ではうまくい
かないので、デバッグ…… e なにしに来てんだか、と思
わずにいられない。ケーブルをつないで、ホイっ、ていか
ないものかと思う。後半で触れる常時接続は、ホィ、に
近かかった。
市内通話だと、つなぎっぱなしにしたくなるが、ロー
ミングが従霊市IJだから、そう L、うわけにもいかない。結
局、時計とにらめっこして、オンラインでメールの返信
を書くようにしながら、 15分くらいで切るようにしてい
た。ダイアルアップのつらいところだ。
これで、とにもかくにも、インターネット接続を確保
して、メールも読めるようになる。 W eb l WJ.長報告もこれ
で準備O K。さて仕事。

9/ 77テロでフライトキャンセル、空港閉鎖

メール環境のおかげで (でもなL叩!) 仕事もl順調にす
すみ、仕事の最終日。その朝、仕事に向かうべく、先空白
をロビーで待っていたら、あの衡盤的な事態にリアルタ
イムで、遭遇してしまった。
同じホテルに泊まっている人が「おい、ニュース見た

か! J とロピーのソフ 7 にいた私に聞く。なんですかと
聞き返せば、飛行機がニューヨークで、ビルに突っ込んだ
のだという。んなあ、まさか、と思って、白ピーのテレ
ビの前にいけばすでに2機目も突っ込んだと乙ろ。その
時点では、 11機ハイジャックされた、とL当う情報も流れ

ていたが、なんとも信じられない光景がテレビに写し，' 1 : ¥
されている。
急いで会社に向かったが、こちらでも皆テレビにくぎ

つけ。仕事にならない。空港は閉鎖。当然、我々の帰
国のフライトはキャンセルである。幸い、 地理的に自Itれ
たところだったので、直按の影響はなかったが、完全に
動けなくなってしまった。絡安チケットだから、日程の
変更はダメときいていたが、こういう事態でもだめなん
かいな。ま、あわててもしょうがない、とまずは洛ち着
け、と白分にいいきかせる。
朝のニュースのi直1長から、ホテルはどこも一杯。レン
タカーもではらってしまったらしい。囲内使で移動する
予定だったビジネスマン諸君がみんな車での移動に変え
たからだという。
私達は、その日、予定の仕事を無事に終えたものの、
帰るに帰れない。それなら、海にでも行くかと、「強制
された休暇J を楽しむことにした。つれあいに電話して、
海にいってくる、といったら、アメリカ中が大変なのに、
あんたはなに考えてんの、とあきオ1ていたが、「大変J っ
たって、街の様子はいつもどおりだし、ニューヨークま
でかけつけて、ボランティアでもしてこいつていうか…
・。日本でニューヨークの映像ばかりを見ているとアメ
リカ中があんなだと思、うのだろうけど。もっとも、その
おかげで、学生たちからも御心配メールをもらえたので
すが。
ショッピングモールなどの多くがシャッターを降ろし

ていたが、あれは、献血に行くのでj苫を閉めてるんだと、
地元の人が話してくれた。そういう窓財zで、は、街は反応
していた。
会社に、海に行ってくる、とメールすれば、述絡をと

空港閉鎖のアナウンスの画面。ローリー ダラーム空港(!)Web
(htlp:llwww.rdu.com) 
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れるところにいてくれというので、どこにいても電話、
FAXはもちろん、メールも読めるから、御心配なくと返
{言。 そして、海に行くことにするロホテルの予約はもち
ろんW e b。やはりインターネッ トは便利なものだ。

空港の状態をウォッチしなが5 ピーチへ
一強制された休暇一

W 巴bが{史えるから、 日本語の新聞サイトも読める。
インターネットだから当たり前といえば当たり前だが、
こう L寸事態になって、テロだ戦争だ報復だ、という文
字がおどる現地の情報だけでなく、日本での報道を読め
るというのは心強い。もっとも、テロの直: i 変のニュース
は、現地で児ている C N Nなどの焼き直しばかりで、あ
まりニュース性はなかった。でも、 asahi.comには、現
地て、の情報の交換ための掲示板も開設されたので、私
たちと伺じように、アメリカで足止めをくらった人たち
の試行錯誤を知ることもできて助かった。
それに、閉鎖された空港の状態も、空港のW e b さえ

見ていれば、海や山のリゾートにいても、確認で、きるわ
けである。ずっと閉鎖されているようなら、引き続き山

飛んでいた。
で、ピーチである。実はアメリカで海水浴ができる海

岸にいくのは初めて。どこかでみた光策だと思ったら
「ジョーズ」にでてくる海岸。日本の海水浴場のように、
サザエの資焼きや海鮮井、イカの姿焼き、なんてものは
ない。あるのはみんな「おしキれなレス トランj。デート
にはいいかもしれないが、こちらは、 先輩とオジサン2
人jj((である。なんかもったいな気もした。消防士さんた
ちが、星条旗を1111 じゅうにJ窃げていた。
さて、問題のホテルのアクセス環境だが、市内通話は
Mq斗の表示。しかし Irli内通話」でも、無料の局番と
有楽| の局番があるら しいことがわかる。電話会社のサー
ビス形態の遣いなのかもしれなp 。
ところが、これがつながらない。つながってもすぐに

切れる。しょうがないので市外通話で先の滞在先、
Raleigh市内のアクセスポイントに接統する。多少はマ
シになるとはいえ、これも安定していない。それならと、
Worldの拠点ポストンにまでも電話してしまったが、事
態はあまり変らなかった。モデムの相性なのだろうか。
おかげで頻繁に按統を繰返す。そして、ビーチlIEIの

電話代金は、 62 ドル (7，400円)。一晩でだ。それも、ほ
とんど接統できてないのだから、なんてことかい・・。

rFRE E  inlernel  accessJ の文字が…u

Tー守

?在話は使えるはずだからインターネットはどこからで
も使えるはず、という思い込みは見事に裏切られた。抜
続は、やはり、やってみないとわからない。希望的観測、
思い込みい込みは危険である。
先毅と、やっぱ、ピーチはなあ、などと話しながら帰
路についたが、車の中でホテルの家ー内を読み直していた
ら、ピジネスセンターでインターネッ トフリーアクセス
を提{共という説明があるではないか。ホテルのサービス
のアメニティの1頁目に、へアドライアやコーヒーメーカ
のサービスと並んで、書いてある。そういうもんかいな、
と思いながらくやしがったが、あとの祭り。率は、フェ
リー采りJ易まで来てしまっていた。ピーチのホテルだっ
て、インターネットフリーアクセスである。よく調べて
おきゃよかった。

メール依容の落とし穴

Raleigh市内に戻ってきたのは、やっと確保できた日
|憾のフライ トて・帰国する予定だったからなのだが、なん
と、これがまたもや、キャンセル。
空港の閉鎖は解除されて、徐々に飛ぶようになってい
たのだが、フライ トは、まだまだ不安定。キャンセルが
判明したのが実に金11m 日の夜。というととは日本はすで
に土IIrlI目。わが上司たちが、 会社のメールを読むかどう
かわからな P o 日11認日に帰国する予定で、月限日から予
定をいれてくれている。さてどうやって述絡しょうか。
電話があるではないかと思うかもしれないが、実は、上
司の自宅の電話番号制空えてこなかった。アシスタン卜
女史の電話もわからない。
しょうがないので、彼女の友人の挽帯にメール。彼女

に伝言してもらうことで、なんとかなった。なるほど、
こういうこともできるか、やはりメールはすごいな、な
どと思いながらも、メールだけに頼っていると休日など
は、連絡がとれないとともあることを認議。
こういう緊急事態なんだから、部下を海外出張させ

ている上司には、メールをチェックする義務を認しでも



l
a
-
-

J
 

i
l
i
g
a
-
-
j
t
I
T
al
-

-a 

で、わかった
のが、 IPアドレ
スはクラスA の
プライベートア
ドレス。他の部
屋のマシンは見
えない。つまり
L A Nにはなって
いない。私のPC
と先裁の PCを
共有環境でつな
ぐには、やはり、おたがいのマシンをケープルでつなが
ないといけなかった……。セキュリティ J二、そうなって
いるのだろう。
このW e b (削rw.lodgenet.comJ には、同様のサービ

スを提供しているホテルの一覧など、がのっている。

いいと思う。それに、会社のW e bページにID、ノfスワ
ードでloginで、きるような非常時述絡先一覧のページを
置けばいい。これは帰国後、会社に提案させてもらっ
た。ついでにいえば、緊急時のW e bブラウザからアクセ
スできるメールも必要だ。サポート部門などは、 2 4 Hコ
ールセンターとして窓口をもっているのだし、そこでメ
ールを読んで、もらって、緊急連絡網にテ' ィスパッチして
くれればいいと思う。
今後は、こう L寸緊急時連絡網としてのインターネッ
トの使い方をする局面も鳩えるかもしれない。まあ、あ
まりあって欲しくはないが。
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このホテルには、ビジネスセンターがあって、ここに
もPCが一台。プリンタも使い放題。しかし、日本語の
フォントが入ってなかったので、ダウンロードしようと
したが、とれはN G。このマシンへのSaveを5午してない
ので、残念ながら、日本語を使えるようにはできなかっ

ビジネスセンターの使い勝手

ブロードバンド常時接続

た。
出張先の会社の友人の自宅を訪問 した時にPCをお借
りして、日本語のサイトにつないだら、日本語のフォン
トのダウンロードが始まり、すぐに日本語てイ史えるよう
になった。彼の自宅は、 CATVで愉11寺桜統。数メガのフ
ォントファイルなんてなんてことない。日本で、ハング
ルフォントや中国語フォントが自動的にダウンロードさ
れる織は経験していたが、アメリカの英語環境パソコン
で日本語が使えるようになったのはなかなか感動もので
あった。実に、使利になったものだと思っていたが、企
業内や共同設備のPCでは、この機能は使えないことも
あるのだ。だから、緊急連絡先W 巴bページやメールは、
英稀だけのページも必要になる。

……鴻一

それはともかく、今度はキャンセルにならないでくれ
よと祈りながら( でもないのですが) 会社とメールをや
りとり。仕事もたっぷり。
こちらが夕食も終わって、シャワーをおびてトランク

常時接続の時間感覚の不思議さ
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ス一枚でくつろいでいるととろに、会社からメール。わ
がアシスタン卜女史から 「ふじもとさん、おはようござ
います」とくる。始業時間の日本の9時、ホテルの夜8
11告を過ぎると、私宛やら、 cc:で'illi日倍されるものやら、ピ
ョンコピョンコ、さみだれ的に入ってくる。ダイヤルア
ッフ。で読む11寺は、 こっちのペースで読み書きしていたが、
常時接続というのは、ちょ p と雰囲気が迷う。
スクリーンの向こうに、 |司僚たちの机が並んで・いる気

分になってくる。ディスプレイから日本のH寺問が流れ出
してくる感じすらする。やべぇ、とズボンを履いてシャ
ツを着た。
これじゃ、 240寺間仕事になってしまう。常H寺接続も
iJfし1mしである。

飛行機の中がS fi休講通知j

結局、日11認のフライトは大丈夫ということになって無
事帰国とあいなった。
影響としては、講演を一本キャンセル。準備していた
A さんS さん、ごめんなさ L、。大学は、後期のーIEl I3 を
休講。学生諸君、スマン。会社の仕事は、同僚迷のお
かげて、なんとかなっていた。感謝。
で、最後の実験として、 l司内使の朕席についている電

話からメールを巡ってみることにした。ハイジャックさ
れた飛行機でも使われ、悲しくも感動的なドラマをiiilW
したあれである (http://www.airfone.com )。
料金はクレジ・パ、カード払いで、音声「は、接続に3.99
ドル (480!lJ)、通話に3.99 ドル (4801司) /分。データ
通信は、接続料金!!!¥ 料で、通話が、1 .99 ドル (240円)
/分、である。
データポートにモデムのケーブルをつないでダイヤル

アップ。すぐにつながったが、通信速度{ 正、なんと

airfoneでメ ーJレ送信

4800bps。遅い。
学生諸君にも休講の通知1を送ったのでH守11Jjがかかっ
たのだが、 10分少々つないでしまった。あとで、送られ
てきたクレジッ 卜の諮求書を見ると、27ドル (3.200円)。
とれが1回の妓統料金。ピーチの62 ドルについで、高くつ
いてしまった。まあ、乙れもj受業料というごとか。
さすがに、飛行機からもメールを送ったとL、うことで、

「執念の桜続、ですね」なんて感忽メールもいただいて
しまった。確かに、執念かもしれない……。

Inn) では、
通信貸の，'H費ゼロ。インターネットは1!!¥料。市内逸話

あ。快調につなげていた一番最初のホテルでは、7日間
で、 33 ドル (3.600円) だった。つまり、 一日あたり、
500円程度でかなりの通信が可能だったということにな
る。
出張j制問を過して請求されたW orldへのU Unet/M S N

のローミングサービスの料金は、 20.6 ドル (2.500P:J) で
あった。 1日あたり、230円程度 (1時間母子Jの扱統か) と
L、うことになる。合言l'1l本の写真付きW eb報告( 日記)
をサーノ〈にアソプロード。報告を更新しましたというメ
ールとあわせて、仕事でのメールのやりとりも膨大な数
であったから、通信査からすればやはり安いもんだと怒
っ。

シカコ‘空港のインターネットサービス

日本への帰路。シカゴ安港でも、案内所でインターネ
ットサービスはないかと聞いてみた。すると、
LaptopLaneというビジネスセンターで接続サービスを
提供しているというので児学にL吋 。
経営は、 WaYPOlt (h仕l】://www.wayport.com )。しか
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ブースの椋子

し、料金が高い。 5分で2 ドル。たった5分でですよ、 5
分。こ乙では、ダイヤルアップはfdtも、ブロードJ'ンド
接続もやっている。しかし、高すぎるので試す気にもな
らな均、った。
帰国してから、このサービスについての記事をいくつ
か読んだがなかなか厳しいものが多かった。メールのや

というυ そうだと思う。
Wayportは、空港やホテルで高i引委統サービスを提

んでしまう者は11じられているような気分になるパンフレ
ットである。
ちなみに、この空港のコンコースの移動で通る通路に

は、カラフルなネオン。 f2001年字i'iJの旅J の、モノリ
スに入っていって、 StarGateをくぐっていくところみた
いだった。

おわりに

初めて米国出張を経験したのが1987年で、そのH寺に、

昨百諒宿冨盟
国m 8 B 詔盟宿題董翠密密E
幅園田幽踊趨幽轟臨画E

コンコース間通路のネオン

N IFTY.ServeとCom puserveに入っていった。当然
Compuserveから N IFTY.Serveにメールを送れるもの、
と信じていたのに|旬こうについてからパソコン通信問で
はメール交換もできないことを思い知らされた。クロー
ズなメールのilt界があったなんて、今となっては太i5jの
昔の話のようだ。 1996年正月に{ 悶人 W e b を

むこうからW 巴bで写真付きレポートをつくってみた。
D O SとWindows 3.1を駆使した力わさ。それも懐かし
L、思い出。今やW e bページを作成しサーパに載せるこ
ともなんと簡単になったことか。
今回は、歴史的な大事件にも遭遇しながら、インタ

ーネットを駆使する貴重な経験までしてしまった o その
意味でも、ネットが社会化していることをしみじみと昧

この原稿がみなさんの自にとまるのは、クリスマスも
過ぎ、 2002年になろうとしている頃だろうか。ニューヨ
ーク、アメリカはどうなっているだろう。アフガニスタ
ンはどうなっているだろう。 秋にあった小学校の同窓会
で再会したニューヨーク勤務の友人は「友・迷がおおぜい
死んだj と言っていた。 11111:場の同僚の友人は未だに消息
不明である。計H有:延長"1'の臼/ 1 夜日、友人が教会の集会
に紛いてくれた。テロ、暴力に対して暴力による報復は
無意味だと説いていた教会は、報復戦開始以降、どの
ような説教をしているのだろうか。
とんでもない21世紀にしないために、私達はなにがで

きるのだろう。この私も考えていきたいとJ思う。

面奮著ア百す{ = ) 1 ;
臨本一男 lujimoto@tsuda.ac.jp
メモレ y ヲス・テレ y ヲス株式会社勤務
津田塾大学「情報と社会j 担当、非常勤鵠師
同大学数学・計算機科学研究所客員研究員
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